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第 3 章では，第 2 章の結果に基づいて汚泥及び粘質物を種々の条件で熱・化学処理し，その性質の変化
について検討している。その結果，汚泥と粘質物共に熱・化学処理lとより脱水性が著しく改善されること
が分かり，特に pH3 ， 80 "C以上で処理すれば脱水性が最も改善されることを明らかにしている。











(1)活性汚泥の脱水特性を Ruth の漉過開論. Terzagh i の圧密開論lζ基づいて開発された白戸らの圧
搾理論 l乙基づき，漉過・圧密期聞に分けて解析し，脱水における汚泥中の粘質物の存在は部分漉過比抵
抗に大きな影響を与えているが，空隙率に対してはほとんど影響を与えないことを明らかにしている。
(2) 汚泥の脱水特性においで汚泥中Jの粘質物の含有量の増加は脱水性を低下させる原因になっていること
を明らかにし，さらに粘質物の分子量分布，および汚泥中の粘質物以外の物質も脱水特性に影響を与え
ていることを明らかにしている。
(3) 汚泥，特に粘質物はタンパク質を多量に含んでいることに着目し，熱と酸を利用した処理により漉過
と脱水性が著しく改善されることを明らかにしている。
(4) 脱水焼却費を評価関数として汚泥の熱・化学処理条件を検討し，最適処開pHおよび温度条件を実験
と理論から明らかにしている。
以上のように本論文は余剰汚泥処理において最も重要な・汚泥脱水プロセスについて種々の・汚泥の脱水特
性を検討し，この結果に基づいて脱水効率化のための処理条件を明らかにしたもので，廃水処開工学に貢
献すると乙ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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